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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液状、ゲル状、ペースト状または粉末状の製品（１２）のための塗布器具であって、
　前記製品（１２）が自由形態で収容される収納部（１０）と、前記製品（１２）のため
の流出口（１８）とを備えたものにおいて、
　少なくとも一つの動作状態において、前記製品（１２）のための、前記収納部（１０）
から前記流出口（１８）への直線的な通路を少なくとも部分的に封鎖する、前記直線的な
通路を横切る壁（３４）と、該直線的な通路に平行な側壁とを備えた壷形状をなし、該側
壁を横切る通路（３０，３２）を備えた防壁（２０）を備え、
　前記防壁（２０）は、前記収納部（１０）から前記流出口（１８）への通路を第１の程
度に封鎖する第１の動作状態と、前記通路を前記第１の程度よりも少ない第２の程度に封
鎖する第２の動作状態との、少なくとも二つの動作状態を採ることが可能であり、これに
より、前記防壁（２０）は、前記第１の動作状態から前記第２の動作状態へ変位可能であ
るが、その逆は不可能なものであることを特徴とする塗布器具。
【請求項２】
　前記防壁（２０）は、前記第１の動作状態において前記通路を完全に封鎖するものであ
ることを特徴とする請求項１記載の塗布器具。
【請求項３】
　前記通路（３０，３２）は、前記第１の動作状態においてにおいて閉塞され、かつ前記
第２の動作状態において少なくとも部分的に開くものであることを特徴とする請求項１ま
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たは２記載の塗布器具。
【請求項４】
　前記防壁（２０）は、前記収納部（１０）に対して、および／または前記流出口（１８
）に対して変位可能なものであることを特徴とする請求項１から３のいずれか１項記載の
塗布器具。
【請求項５】
　前記防壁（２０）は、前記製品（１２）のための、前記収納部（１０）から前記流出口
（１８）への通路の方向へ摺動可能なものであることを特徴とする請求項１から４のいず
れか１項記載の塗布器具。
【請求項６】
　前記防壁（２０）は、前記収納部（１０）内における圧力の上昇に応答して、前記第１
の動作状態から前記第２の動作状態に向かう方向へ変位するものであることを特徴とする
請求項１から５のいずれか１項記載の塗布器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液状、ゲル状、ペースト状または粉末状製品、特に化粧品のための塗布器具
（アプリケータ）に関し、上記製品を自由形態で収容する収納部と、上記製品の流出口と
を備えた塗布器具に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　上述した種類の塗布器具は公知である。特に上記製品が液状（低粘度）のみでなく、ゲ
ル状、ペースト状または粉末状である場合に、旧来の塗布器具に関しては、この塗布器具
が、特に製造者から販売店に輸送されるときに生じるような揺動を受けた場合に、上記製
品が収納部から流出口に移動し、この流出口から流出することがしばしば観察されている
。特に上記流出口から流出した製品の量は、その後の（適切な）使用に関して無駄な消費
になる。さらにそれが塗布器具を汚すことにもなる。
【０００３】
　しかしながら、上記塗布器具をハンドバッグ等に入れて持ち回るとき、すなわち日常の
行動において上記塗布器具が揺動を受けるという事実も問題である。より具体的に言うと
、上記塗布器具がそのような揺動を受けた結果、上記製品が流出口から流出する可能性が
あることである。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　したがって、本発明の課題は、本明細書の冒頭に記載した種類の塗布器具を、それが揺
動を受けた場合の有害な結末から防護されるように改良することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明によれば、上記課題は、少なくとも一つの動作状態において、上記製品のための
、上記収納部から上記流出口への直線的な通路を、少なくとも部分的に封鎖する防壁によ
って解決される。
【０００６】
　本発明によれば、少なくとも一つの動作状態において、上記収納部から上記流出口への
直線的な通路は少なくとも部分的に封鎖され、上記製品が上記収納部から上記流出口へ移
動するためには、実質的に「回り道」をする必要がある。しかしながら、この塗布器具が
揺動を受けた場合には、通常上記製品は一方向に移動する。したがって、この揺動は、製
品が上記「回り道」をすることを意味しない。むしろ、塗布器具が揺動を受けた場合には
、上記製品は、上記流出口への通路を見出すことなく、上記防壁に衝突したり、上記防壁
を押圧したりするのみである。換言すれば、上記防壁は、例えば落下により揺動された場
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合に材料をそらすために、同時に材料の流動を禁止するために設けられるものである。
【０００７】
　上記防壁が必然的に伴う、すなわち上記製品が「回り道」をすることによる使用時にお
ける流動速度の増加、および流れをそらすことによる壁に対する摩擦の増加は、激しい乱
流効果を、したがって製品の混合を生じさせ、これにより、生じる可能性がある製品の一
部の分離傾向に対処することができる。
【０００８】
　本発明の好ましい実施の形態によれば、上記防壁は、少なくとも二つの動作状態、すな
わち、上記収納部から上記流出口への通路を第１の程度に封鎖する第１の動作状態と、上
記通路を上記第１の程度よりも少ない第２の程度に封鎖する第２の動作状態とを採ること
が可能である。
【０００９】
　このような構造は、例えば製造者から販売店までの輸送に関しては、上記第１の動作状
態に設定することによって、製品が上記流出口を通じて（偶発的に）流出することに対す
る特に高度の予防手段を備えることを可能にする。これに対して、製品が流出口から流出
することに対するいくらか軽度の予防手段を備えた上記第２の動作状態は、日常生活に対
して妥当である。
【００１０】
　本発明によれば、上記観点から、上記第１の動作状態においては、上記防壁が上記通路
を完全に封鎖することを可能にする。このことは、例えば製造者から販売店までの輸送中
に、流出口から製品が流出することに対する完璧な予防手段を提供する。
【００１１】
　本発明によれば、上記防壁は、上記第１の動作状態から上記第２の動作状態へ変位可能
であるが、その逆は不可能である。換言すれば、上記変位は非可逆的である。このような
非可逆性は、上記第１の動作状態において、上記収納部から上記流出口までの上記製品の
通路を上記防壁が完全に封鎖する場合に特に有用である。より具体的に言えば、誤動作を
防止する。
【００１２】
　本発明によれば、上記防壁が上記直線的通路を横切る壁と、この壁を横切る通路とを備
えていることが好ましい。
【００１３】
　この実施の形態は特に製作が簡単である。
【００１４】
　その観点から、上記第１の動作状態において上記通路が閉塞され、かつ上記第２の動作
状態においては上記通路が部分的に開くようにすることができる。再び言うが、この実施
の形態は、特に製作が簡単と見受けられる。
【００１５】
　本発明の特に好ましい実施の形態によれば、上記防壁は壷状の部品である。この種の部
品は特に製作が簡単である。
【００１６】
　特に取扱いが簡単なことで好ましい本発明の実施の形態は、上記防壁が上記収納部に対
して、および／または上記流出口に対して変位可能なことである。
【００１７】
　本発明の特に好ましい実施の形態によれば、上記防壁は、上記収納部から上記流出口へ
向かう上記製品の移動方向へ摺動可能である。
【００１８】
　上述の摺動方向は、一般に鉛筆形状の塗布器具の長手方向である。本発明によれば、こ
の場合の防壁を変位可能にしても、鉛筆の太さ方向の寸法の増大を必要としない。
【００１９】
　最後に、本発明によれば、上記防壁が、上記収納部内における圧力の上昇に応答して、
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上記第１の動作状態から上記第２の動作状態に向かう方向へ変位するのが好ましい。
【００２０】
　この構成は、上記製品の上記収納部から上記通路への移動が、通常は上記収納部内にお
ける圧力の上昇によって行なわれるので、事実上自動的構成と言える。したがって、この
塗布器具が通常の態様で使用される場合に、上記第１の動作状態から上記第２の動作状態
への上記防壁の自動的な変位が行なわれる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、図面を参照して本発明の好ましい実施の形態について詳細に説明する。
【００２２】
　図１は、本発明の好ましい実施の形態による化粧品の塗布器具の第１の動作状態を示す
概略的拡大縦断面図である。図２は、図１の塗布器具の第２の動作状態を示す。
【００２３】
　図示の塗布器具は、例えば口紅１２のような液状化粧品が収容されている収納部１０を
備えている。この収納部１０は、搬送路１４を介して塗布器具の作用面１６に連通してい
る。作用面１６には、そのうちの一つが符号１８で示されている複数の流出口が設けられ
ている。
【００２４】
　図１に示された動作状態（第１の動作状態）においては、収納部１０の作用面１６に向
いている側が、開口部２２に嵌められた栓（防壁）２０によって閉塞されている。第１の
動作状態においては、開口部２２の内壁に対してシール関係にあるシーリング隆起２４が
シール状態を保っている。図１に示された第１の動作状態においては、栓２０が収納部１
０を閉塞しているので、口紅１２は作用面の流出口１８を通過することが不可能である。
【００２５】
　図２に示された第２の動作状態においては、栓２０が、図１に示された第１の動作状態
に対して作用面１６に向かう方向に変位される。この変位は、周囲に延びる突出部２６が
段部２８に当接することによって制限される。
【００２６】
　第２の動作状態（図２）においては、栓２０はもはや収納部１０をシールしていない。
特に栓２０は、第２の動作状態において、収納部１０から搬送路１４を通じて流出口１８
に至る経路を開く通路３０，３２を備えている。この場合、第２の動作状態においては、
通路３０，３２が通路２２と部分的にのみオーバーラップするが、栓２０は開口部２２か
ら僅かに突出するだけである。
【００２７】
　第２の動作状態においては、口紅１２は、収納部１０から流出口１８までの経路を、通
路３０，３２を通って「回り道」をする。この回り道により、流速および壁に対する栓２
０の摩擦が増大し、その結果、材料（口紅）に強い渦が生じて分離しがちな材料が混合さ
れる。
【００２８】
　収納部１０内に圧力が加わると、口紅１２は、収納部１０から搬送路１４を介して流出
口１８を備えた作用面１６に運ばれる。栓２０が第１の動作状態にあるときには、初めは
このような圧力は口紅１２を移動させる原因にはならないが、栓２０を図１に示された第
１の動作状態から図２に示された第２の動作状態まで変位させる原因となる。このような
圧力は、例えば回動機構（図示せず）の作動によっても発生させることができるが、より
具体的に言うと、この圧力は、いわゆる最初の回転時に、すなわち、収納部１０内の口紅
１２で満たされていないデッドスペースを無くす動作時に既に発生している。栓２０が一
旦第２の動作状態（図２）になると、収納部１０内の圧力は減少するが、通路３０，３２
が存在しているので、栓２０はもはや第１の動作状態（図１）には戻れない。換言すれば
、栓２０の第１の動作状態（図１）から第２の動作状態（図２）への変位は非可逆的であ
る。



(5) JP 4596552 B2 2010.12.8

10

20

【００２９】
　第２の動作状態（図２）において、通路３０，３２は、口紅１２が収納部１０から流出
口１８に向かって移動するのを可能にはするが、壷状の栓２０の底壁３４は、この塗布器
具が揺動された結果、口紅１２が偶発的に収納部１０から流出口１８に移動するのを防止
するのに十分である。より具体的に言うと、上記揺動は口紅１２の直線的な移動の引金に
なるだけで、通路３０，３２を抜けて壷状の栓２０の底壁３４を巡る「回り道」を通る移
動の引金にはならない。
【００３０】
　上述した本発明の特徴、請求項および図面は、個々に、または組み合わせて、本発明の
種々の実施の形態を実施するために不可欠なものである。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明の好ましい実施の形態による化粧品の塗布器具の第１の動作状態を示す概
略的拡大縦断面図
【図２】図１の塗布器具の第２の動作状態を示す概略的拡大縦断面図
【符号の説明】
【００３２】
　１０　　収納部
　１２　　口紅（製品）
　１４　　搬送路
　１６　　作用面
　１８　　流出口
　２０　　栓（防壁）
　２２　　開口部
　３０，３２　　通路
【図１】

【図２】
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